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１ あきおさんは，１月にカマキリのたまごを見つけ，部屋の虫かご
へ や

に入れておきました。すると２月には，よう虫がたまごからかえり

出てきました。まだ寒いのに，なぜよう虫がかえったのかふしぎに

思い図かんで調べてみると，次のように書いてありました。

空気の温度が高くなってくる４月から５月になると

カマキリの前よう 虫 が卵のう(たくさんのたまごが集ま
ぜん ちゅう

ったふくろ)から出てきます。出てきた前よう虫は，す

ぐ脱皮して親とにた体をしたよう虫になり動き始め
だっぴ

ます。部屋など温かい場所に卵のうをおいておくと，

真冬でもよう虫がかえることがあります。

図かんを読んで空気の温度と生き物の関係にきょうみを持ったあ

きおさんは，季節ごとにいろいろな生き物の観察をすることにし
かんさつ

ました。

(1) あきおさんは，季節ごとの生き物の様子やそのときの空気の温度を

カードに記録したいと考えました。空気の温度や生き物のほかに何を
き ろく

記録しておけばよいか，あきおさんに教えてあげましょう。できるだけ

たくさん書きましょう。

①

(2) あきおさんは，空気の温度をはかるために温度計のはかり方をいろ

いろとためしてみました。正しいものを２つ選び記号で答えましょう。

②

前よう虫

よ う 虫

卵 の う

ア イ ウ エ

(3) 記録したカードを季節ごとにまとめることにしました。それぞ

れ「春」「夏」「秋」にあてはまるカードはどれでしょうか。

の中からあてはまる絵の記号を

a～jまでの□の中に書きましょう。

a b

c d e

f g

h i j

(4) あきおさんは季節ごとの生き物の様子を観察してみて，春から

秋にかけて植物や動物のようすがずいぶん変わることがわかりま

した。これは何の変化が一番関係して
へんか

いるのでしょう。 の中に言葉を

入れましょう。 ⑦

午
前
十
時
の
気
温

キ

ウ エ

ク

ケ

春 秋夏

オ カ

ア イ

カ
マ
キ
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チ

マ

コ
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⑤

⑥

③



２ はるかさんは，理科の時間に，電気を通すものやじしゃくにつく

ものを教室の中でさがす学習をしました。この学習にきょうみを持

ったはるかさんは，家の台所には電気を通すものやじしゃくにつく

ものが，どれくらいあるかを調べることにしました。

(1) ３年生の時作った電気を通すものを調べるた

めの実験道具（右図）を，かん電池２こを使った

道具につくりかえることにしました。下のア，イ

のつなぎ方になるようかん電池とどう線をかき入

れて道具を完成させましょう。
かんせい

ア 電気を通すものがよくわかるよ イ かん電池１このときと明るさは
うに，かん電池１このときより 変わりませんが，かん電池１
豆電球が明るくつくつなぎ方 この時より長く使えるつなぎ方

⑧ ⑨

(2) アのつなぎ方，イのつなぎ方をそれぞれ何つなぎといいますか。

つなぎ方の名前を答えましょう。

アのつなぎ方 つなぎ ⑩

イのつなぎ方 つなぎ ⑪

まめ電球

かん電池

はり金

◎：電気を通し，じしゃくにもつくもの
○：電気は通し，じしゃくにはつかない

もの
△：電気は通さないで，じしゃくにはつ

くもの
×：電気も通さないで，じしゃくにもつ

かないもの

(3) 「じしゃく」と「電気を通すものを調べるための実験道具」を

使って，台所にあるもの(紙がまいてある鉄のかんづめ，どうの

なべ，ガラスのコップ，鉄のスプーン，木のはし）を調べました。

調べた結果としてあてはまるものを，下の の記号(◎，

○，△，×)を使って，図の中の に書きましょう。 ⑫

(4) 台所にあるもので調べた結果から，電気を通すもの，じしゃく

につくものについて，わかることを下の□にまとめましょう。 ⑬

ガラスの
コップ

銅(どう)のなべ

鉄のスプーン 木のはし

鉄のかんづめ
の紙がまいて
ある部分



図１

３ あきおさんとはるかさんは，おうちの人とい

っしょに科学体験教室に行き，ペットボトル
かがくたいけんきようしつ

ロケットを飛ばして遊びました。体験教室の先

生から，ペットボトルロケットは，水や空気の

せいしつを使って飛ぶことを教えてもらいまし

た。きょうみを持った二人は，水と空気のせい

しつを調べる実験コーナーへ行きました。
じつけん

(1) 二人は最初に，ちゅうしゃ器

の中に水20mℓと空気20mℓを入れ

て空気や水のせいしつを調べる実

験をしました。

ピストンを上から30mℓのめも

りまでおしたとき，筒の中の水
つつ

と空気はどうなったでしょう。

水の部分を であらわして，

そのときの様子を図１にかき入

れましょう。 ⑭

(2) 次に，とう明の筒とゴムせんとおしぼうを使って図２・３のような実
めい

験道具を作ってあるコーナーに行きました。

図２ 図３

二人は，図２の空気の入った実験道具を使って，左右からおし

ぼうをおしてみたら，あまり手ごたえ

を感じないで，図４のようにゴムせん

がくっついてしまいました。 図４

なぜこうなったのか考えられる理由を２つ書きましょう。

⑮

空 気 水

空気

水

20mℓ
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40mℓ

あきお はるか

(3) 二人は，空気の入った実験道具をかえてもらいました。そして，

空気の入った道具や水の入った道具を使って両方からぼうのおし

合いをしました。

図５と図６は，二人がおし合いをした結果です。実験道具の中

に入っていたのは，空気と水のどちらでしょう。結果から，空気

と水のどちらかを□の中に書きましょう。

図５ 図６

⑯

(4) 今までの実験結果をもとに，空気のせいしつ，水のせいしつに

ついてまとめましょう。 ⑰

(5) 空気や水のせいしつがわかった二人は，ペットボトルロケットコーナ

ーにもどり，ペットボトルの中に入れる水の量を変えると，ロケットの飛

ぶきょりがどれくらい変わるか実験をしました。あなたなら，ほかにどの

ような実験をしてみたいですか。あなたの考えを書きましょう。 ⑱

あきお はるか

ぼうの間がおしちぢまり，手ごたえが強く

なり，手をはなすともとにもどる。

おしちぢまらずに，はるかさんがぼうを

おしこんでいった。



４ あきおさんとはるかさんは，午後２時から東の空に見えている半月の動きをそれぞれが考えた方法で観察しました。次の日，二人は観察した半月の動き

について話し合いましたが，二人の結果は，ちがっていました。

(4) 月の動きにきょうみを持ったあきおさんは，別の日の午後６時ごろ，

(1) 結果がちがったのは，二人のうち一人がうまく観察できていなかった 家の庭で西の空に出ている三日月を見つけました。午後８時ごろ，観察

からのようです。あなたならどちらに正しい観察のしかたを教えますか。 をするため庭に出てみましたが，星はたくさん見えるのに三日月は出て

教える方の名前を( )に書き，教えたいことを書きましょう。 いませんでした。三日月が見えなくなった理由を書きましょう。

（ ）さんへ

⑲

(2) あきおさんが午後３時に観察した月は，どこに ○22

あったのでしょうか。 (5) 月の観察を続けているはるかさんは，月探査機｢かぐや｣が写した月の
た ん さ き

よそうされる月の位置をアの図の中に半月の 写真を見て，月の表面のでこぼこをくわしく調べてみたいと思いまし

絵でかき入れましょう。 た。あなたが調べてみたいことを１つ書きましょう。月探査機「かぐや」

のことでもかまいません。

⑳

(3) あきおさんの観察の話から，月はどのように動くのかまとめましょう。

○21 ○23

私は，２階の教室のまどから観察したよ。午後２時には，校門前のお
店の屋根の上に見えたよ。午後３時に，運動場から観察すると，半月は
お店の屋根の上にあったよ。だから月はあまり動かないよ。

ぼくは花だんの所から観察したよ。午後２時に電柱の上に半月が見えたよ。
午後３時にも花だんから観察すると，半月が消えていたよ。
でも，午後６時には，南の方の空高くにあったんだ。お父さんの話では，午後

１０時ごろ，西の方に半月があったそうだよ。だから，月は動いているよ。

午後３時

西の空，午後６時

ア
月探査機 かぐや

午後２時 午後３時午後２時

あきおさん

の結果

はるかさん

の結果
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